
統計的検定 その１ 

統計量とは？ 



平均体重が60ｋｇ、標準偏差が10ｋｇの分布 

単位： ｋｇ なぜ平方根にするか？  

10ｋｇ 

変曲点 



平均 m＝６０ｋｇ 

標準偏差σ＝１０ｋｇ 

平均 m＝０ 

標準偏差σ＝１ 

基準化（標準化） 

        数値－平均値 
統計量Ｔ＝    
         標準偏差 

７０－６０ 
      ＝１ 
  １０ 

平均体重が60ｋｇ、標準偏差が10ｋｇの分布 

★ 



0.341 0.477 0.498 

68％ 
95.4% 99.7% 

確率 

±σ ± ２σ ± ３σ 

★ 

本によっては、 

  約７０％と記載 

平均値を０（ゼロ）とします 

片側 

２倍にして％表示にする 



１σの確率 

0.34134×２ 

  ＝0.68268 

２σの確率
0.47725×２ 

  ＝0.9545 

３σの確率
0.49865×２ 

  ＝0.9973 

有意水準0.05（5％）＝信頼度95％ 

片側検定 50－5＝45％     →1.64 

両側検定 50－5／2＝47.5％  →1.96 

棄却域限界のＺ値 


